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結核の感染及び発病が暴露の強さ，即ち結核菌の
量，毒力及び感染の回数及び其の期背等lζ左右され
るとするならば，結核患者K依る家族内感染は結核
予防上最も大切な事である。特lζ家族制度の伝統あ
可。Lる我が固に於ては猶更重大事と云わねばならな 
R.KOCH K依る結核菌発見以前に於ては結核患者
が同一家族内に多数に発生する現象をとらえて，結
核の遺伝説が支配的であった位であり，結核菌lζ依
る伝染が実証された今日，数多の先人の疫学的調査
の結果を見ても感染源、を家族lと見出す者が約半数近
くに及び，我が国特に農村K於ける結核は家族内感
染を主軸として蔓延しているものと考えられる。
而して之等先人の研究は保健所叉は療養所の患者
iζ就て其の家族を調査すると云う方法K依り結核家
族内感染の短期間内に於ける状態を観察した研究が
次 
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B. B.C.G.接種後の「ツ J反応に関する
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多く，全年令層を含む一般住民を対象として長期間
に亘って観察を繰り返した研究は極めて少い。
我が教室lと於ては昭和 22年石川前教授の指導の
下K，戦後lζ於ける農村結核の実態を知り，其の予
防対策を樹立し，併せて「ツjアレルギーの推移，
結核の感染発病進展，家族内感染， B. C.G.接種効
果等を研究する目的を以って，千葉県下一農村全住 
民を対象として 10カ年計画 lζ依り結核集団検診を
開始した。時恰も我が国は未曾有の敗戦下にあり結
核の侵淫は極めて憂慮すべき状態にあった。
爾後幾多の困難を突破し逐年に亘り検診を続行，
其の間 B.C.G.接種の法制化，化学療法，外科的療
法の進歩等結核対策の斐遷も叉大であったが，更に
三輪教授の指導に依り成績向上K努力し， 昭和 32
年を以って 11ヵ年に亘る木検診を終結した。 
其の綜合成績の中，一般疫学的事項及び感染，発
病，進展並びに B.C.G接種効果に就ては協同研究
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者佐久間(1)が，叉「ッ」アレルギ{の推移lζ関して
は同じく原(2)が既に其の一部を報告した。
著者は家族的観察lと就いて，特に両親と子供の関 
係に於て考察する目的を以って，両親の胸部レ線所
見より之を有病者家族，治癒性有所見者家族，無所
見者家族の 3内群l乙分け，各群別l乙「ツjアレルギー
の推移， B.C. G:接種後の経過，有所見者の出現等
に就て比較検討を加えた。
11 検査対象及び検査方法
A 本論文の基礎となった結核集団検診の対象並
びに検診方法
1 検診対象
千葉県五井町全住民約 12，000名， 但し昭和 22年
度は小・中学校生徒全員及び五井町 15部落中岩之
見，村上，上宿，岩崎の 4部落住民を対象とし， 23 
年度は之等lζ更に君塚，川岸，波淵，十四軒，本仲，
下宿の 6部落を増加対象とし， 24年度以降は残り 5
部落盤目，平田，出津，新田，玉前を加え全部落全
住民を対象とし計画実施した。 
2 検診時期並びl乙其の期間
昭和 22年より昭和 32年K至る 11ヵ年間毎年 7
月中旬より 8月にかけて実施した。 
3 検診方法 
ヅベルグリン反応(以下「ツj反応と略す〉受検 
者全員に伝研製旧ツベルクリン 2000倍稀釈液 0.1cc 
を厳密に調整したツベルタリン注射筒及び注射針を
以って前陣屈側皮内l乙正確に注射し， 48時間後l乙判
定した。
判定基準は結核予防会法〈川乙準拠し，正式記載法
を用いて硬結を始め水泡，出血，壊死，等も併せ観
察し，判定は発赤の長短径の算術平均4mm以下を
陰性〈ーっとし， 5--9mmを疑陽性(土)， 10mm 
以上を陽性とし発赤のみの者を弱陽性(十)，硬結の 
触れる者を中等度陽性(+十)，二重発赤，硬結，水泡，
出血，壊死ある者壱強陽性(十件〉とした。
猶本検診に於ては「γj反応lζ就て，特lζ充分な
考慮、を払い陽性者と雄も毎年連続実施，其の経過を
追求する様努めた。叉其の実施及び判定は北条仰の
研究を基礎とし正確を期した。
B.C.G接種;rヅJ反応判定の結果，陰性並びi乙
疑陽性者K対しては，昭和 22，23年度は結研製液
体ワグチシ 0.04mg，昭和 24年度以降は結研製乾燥
ワクチン 0.04mgを年令を問わず上醇外側皮内lζ接
種する様努めた。
間接撮影;装置は昭和 28年度迄は可搬型 X線開
撮影装置を， 29年以降は蓄放式を使用，フィルムは
35mm版を用い， r~ J反応陽性者のみならず， rッJ
反応陰性及び疑陽性者を含めて極力全員に施行する
様努力した。
精密検査;(以下精検と略す。〉間接撮影の結果所
見ありと認めた者，及び 5才以下で rJ反応陽性~ 
を呈した者及び結核有病者家族は五井保健所lζ呼出
し，病歴作製，理学的検査，赤沈，検疾，直接撮影 
等を行って精検を実施した。猶有所見者lと就ては毎 
年精検を繰り返し共の経過を追究する様努めた。
用語 
(i) 有所見者;1直接撮影にて結核性所見ありと
認められる者全部を包括して有所見者とし其の病型
分類は岡〈日氏病型を用いて実施した。 
(ii) 有病者;岡氏病型の I型J(初期結核症)， 
E型(播種状肺結核症)， II型(肺炎型肺結核症)，
lV型(浸潤型肺結核症)， v型(限局巣状結節性肺
結核症)， VI型(硬化性肺結核症)， VI型(混合型肺
結核症)， 国A型(肋膜炎蓄水)， XI型(加療愛形
型)!乙属する者を有病者とした。 
(iii) 治癒性有所見者;岡氏病型の V→X型(限
局巣状肺結核より石灰沈着への移行型)，四B型(肋
膜炎治癒型)，区型(臓器偏位)， x型(石灰沈着〉
lζ属する岩を治癒性有所見者とした。
B 本論文の検査対象
上記集団検診受検者中，著者が特lζ本論文民於て
結核症の家族的観察の目的の為l乙用いた対象は次の
如くである。
即ち両親が少く共5年以上K亘り観察し得，且つ
共の子供に本検診を 5年以上観察，或は連続4年受
検している者が 2名以上いる世帯を選び次の各群l乙
分類し7こ。
(i) 有病者家族(以下有・家と略す〉‘
両親叉は片親が直接撮影により有病者と認められ
る者及び木検診開始後両親又は片親が役場死亡台帳
に依る屈出結核死亡患者か，保健所の屈出結核患者
で，且つ其の子供に本検診を 5年以上観察，或は
連続4年受検している者が 2名以上いる世帯を選び
有・家とした。 
而して其の構成は(表 IA)に示す如く 81世帯，
男 221名，女 217名，計438名である。 
(ii) 治癒性有所見者家族(以下治・家と略す〉
両親が少く共5年以上lζ亘り観察し得，その間両
親叉は片親が直接撮影l乙て治癒性有所見者と認めら
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れ，且つ其の子供に木検診を 5年以上観察，或は連
続 4年間受検している者が 2名以上いる世帯を選ぴ
治・家とした。
而して其の構成は〈表 rA)~と示す如く 103 世帯，
男 258名，女 317名，計 57名である。 
(iii) 無所見者家族(以下無・家と略す〉
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57 
世帯中対象となった両親叉は片親の81叉有・家つ
両親が少く共5年以上に互り観察し得，共の間，
間接撮影及び直接撮影lζて無所見と認められ，且
その子供に本検診を 5年以上観察，或は連続4年間 病型，性別，年令別分類は表 2~乙示す如く百型 35
1名，型XI名，14名，刊型18型3 VI名，型V受検している者が 2名以上いる世帯を選び無・家と 名， 
名8名，計11名，屈出結核死亡者6屈出結核患者した。
而して其の構成は(表rA)~と示す如く 237 世帯，
男671名，女 701名，計 1372名である。
である。
猶治・家103世帯中対象となった両親叉は片親の
各群家族の構成人員を性別
と於ける各年令層の占
3~乙示す如く V→豆 
名， IX型 1名， X型 74名，計 110名
2
める人数の割合は大体同様である。 である。
tziLl去
性別，年令別，病型分類は表
3型B名，国
，年令別に詳細に示せ
lの如くで，各群(rB)ば表 
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表 3. 治癒性有所見者家族中対象有所見者の III検査成績 
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A rツJ反応の推移に関する家族的観察
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くi) 初検診時「ツ」反応陽性率(表4，5，6，)
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は(表めに示す知く，有・家47.6% 6.，治・家 
陽性率の平均 
%，無・家 25.8%であった。之を年令別花見ると 
0~4 才， 5~9 才に於ては有・家は 25.3% ， 21.5% 
を示し，治・家、に於ては 3.2%，7.0%，無・家は 3.2
%， 6.1% を示し有・家が最も高率で‘あった。 20~ 
才K於ては各群共陽性率は急激は上昇し而も 3
才以後に30を示すが，50-60%群共に同率となり 
於ては有・家と治・家とは大体同率の陽性率を示し
つつ更に上昇するが，無・家は他の 2群より 20%
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内外の低い陽性率lζて推移した。60- 次iζ之を性別lζ観察するに男K於ては〈表 5) に
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0~4 才， 5-9無・家 32.2% で，男氏於ても 才の
間で有・家の陽性率は17.2%，21.3%と治・家及び
無・家の両群より平均 1fi%内外の高率を示した。
然し 10~19 才の聞で既に 3 群の陽性率は大体同率
の 20~25% となり， 20~29 才K於て 3 家族の陽性
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率は大体同率の 70%内外を示しつつ急激に上昇を 更に女に就て各群の平均を見ると(表のに示す
示した。以後の年令では無・家に於てはゆるやかに 如ベ，有・家48.2%，治・家32.0%，無・家 19.7
下降する陽性率を示すが，他の 2群は反対に漸次上 で女lζ於ても 0-4才， 5-9才の間で有・家の陽
%
昇の傾向が見られた。 性率は 31.7%，21.9%を示すlと反し他の 2群はそれ
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より 20%以上の低率であった。 20--29才迄は有・ と，有・家 36.8%，治・家 28.8%，無・家 21.5%で
家の陽性率は治・家，無・家の両家族より 20%内外 有・家の共れは無・家に比し 15%以上の高率を示
の高率を示し， 20'"'-'29才に於て夫々 50.0%，40.9%， した。 
36.0%を示した。 30才以上になると有・家と治・家 之を年令別，性別花見ても各群共前述した陽性率
の陽性率は大体同率を示し， 40，._.49才で最高の 69.6 と大体同様の傾向で、あった。
%， 66.7%となった。之Jζ反し無・家に於ては他の (iii) 最終検診時， f:>'J反応陽性率 
i2群よ り20%内外の低率を示しつつ 50---59才で最 (表 7，8，9，)
高の 57.9%K達した。 最終検診時lと於ける r:>'J反応陽性率を見ると
更に男女聞に就て先づ平均を比較すると有・家は (表りに示す知く有・家 87.2%.治・家 86.7%，無・
男 47.2%，女 48.2%と大体同率であったが，治・家 家 82.4%であった。
に於ては男 41.7%.女 32.0%と若干男の方が高い傾 之を年令別に見ると 0--4才より三群共略々同率
向にあり，無・家に於ては男 32.2%，女 19.7%と男 の 84.8%，78.3%，78.9%を示し 5才以後に於ても
の方が遥かに高率の陽性率を示した。次いで年令別 大体同率の陽性率であるが， 30才以後民於て類、・家
花見ると 20才以下では各群共男の方が女より低い の陽性率は有・家及び治・家に比し約 10%の低率
陽性率を示したが， 20---29才lζ於ては各群共逆lと男 を示しつつ 60才以上では急j敢に下降して 37.5%を
は女より 30%以上の高率を示し，以後男は各群共 示した。然し他の 2群では 60才以上 K於ても猶
大体平行の陽性率で推移するが，女lと於ては 20~29 81.8%，81.8%の高い陽性率を示した。
才以上に於てもゆるやかに上昇し，有・家及び治・ 之を性別lと観る lと男児於ては(表めに示す知く
家に於ては 40---49 才，無・家では 50~59 才で最高 各群の平均，有・家 88.8%，治・家 86.8%，無・家
となり年令と共に男女間の差が縮小する傾向が見ら 84.0%で3群共大体同率であった。
れた。 年令別に見ても 0--4才で夫々 82.9%，74.3%， 
(ii) 初検診時， fツj反応硬結触知率 83.1%を示し以後年令と共に 3群平行して上昇し， 
(表 4，5，6，) 40--49 才で最高の 90~100% に達し， 60才以上の
初検診時に於ける各群家族の硬結触知率を見る 老年Iζ於ても猶各群共 80%以上の陽性率を示した。
表 7. 最終検診時，各家族，年令別 f:>'J反応成績男女合計
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409) 才以上に於て有・家及び治・家の
34
 巻
で 両家族は漸次ゆるやかに下降する陽性率を示すに反 
~ζ示す如く各群の平 90%を示し，之を女児就て見ると(表
均は有・家85.7%，治・家 86.7%，無・家80.8%
3群大体同率であった。 し，先手、・家lζ於ては両群lζ比し 20~30% 以上の低
年令別に見ても 30~39 才迄は 3 家族共大体 80~ 率を示し急激に陽性率の低下が見られた。
表 8. 最終検診時，各家族，男，年令別「ツj反応成績
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之を更に男女間に就て比較するに，有・家の平均 
は男 88.8%.女 85.7%. 治・家に於ては男 86.8%.
女 86.7%，無・家に於ては男 84.0%.女 80.8%と大
体同率を示した。
年令別に見ても 30--39才迄は各群男女共 80--90
%と略々同率であったが.40才以後に於て有・家
及び治・家の男女共未だ 80%以上の高率を示しつ
つ漸次下降する傾向であった。無・家に於ては女は
男より1O ~20% の低率で漸次下降する陽性率を示 
した。
更に初検診時の陽性率と比較すると各群共男女平
均約 50%内外の高率を示し， 0--29才に於て初検
診時lζ著明であった有・家と治・家及び無・家との 
差はなくなり， 3家族共大体同率の陽性率となっ 
Tこ。
(iv) 最終検診時， rツj反応硬結触知率
(表 7，8，9，)
最終検診時K於ける硬結触知率の平均を見ると 
(表 7) 1と示す知く有・家 47.0%，治・家 40.1%.無・
44.9%，女 48.7%，治・家は男 45.2%，女 36.1%と
男女間に大した差は見られなかったが，無・家K於
ては男 45.2%.女 29.8%で男の方が女より遥かに高
率を示した。
年令別に見ると 0--4才では女の方が各群共男よ
り高率であったが， 10--29才で男は各群共急激に上
昇し，以後 3群共平行に推移した。之に反し女は各
群共男より 10--30% 近い低率にて漸次上昇し 40~
50才K於て最高の率となった。
之を更に初検診時の碩結触知率と比較すると，男
女平均各群共 10%以上の高率を示したが，年令別
の推移は大体同様の傾向が見られた。
2 初検診時 B.C.G.非接種既陽性者の fツjア
レルギーの変動に就て 
Ci) 各群別， r ツ J 反JX::~，~動別分類 
(表 10，11，12，13，) 
初検診時「ツ」反応強度より最終検診時 lと至る
fツJアレルギーの斐動を綜合的に観察し(十〉→
(十社)， (+)→(十日， (十十〉→(1+十〉を増強群。(十1+)→
家 37.3%であった。(十社)， (十十〉→〈什)， (+)→(十〕を不~群。(廿り→
之を年令別花見ると 0~4 才 lと於ては有・家 29.0 (十)， (十件〉→(十)， (tト〕→(十〉を減弱群。(十件〉→
%，無・家 18.3%，治・家 10.9%を示し， 5~9才 (土〉及び(ー )， Cイ十〉→(土〉及び(ー )， C+)→ 
の間では猶同様の順であるが， 10--19才以後となる (土〉及び(一〉を陰転群として，各群の既陽性者
と犬体無・家は{也の 2群lと比し 10%内外の低率を，を分類観察した。
示しつつ上昇し 30，_.59才の問に於ても 10%の低率
で平行に推移し， 60才以上では 3群共急激に低下す
る傾向が見られた。 
之を性別にみるlζ男氏於ては(表めに示す如く
各群の平均は有・家 44.9%，治・家45.2%，無・家
45.2%にして，年令別に見ても各群共略々同率の触
知率を示しつつ1O ~19 才の間で急激に上昇し以後
は大体 3群平行して推移した。
之を女Iと就て見ると(表めに示す如く各群の平
均は有・家 48.7%.治・家 36.1%，無・家 29.8%と
有・家に於ては初検診時既陽性者 203名中其の後
の「ツ」反応の経過の見られなかった 4名を除外し
199 名に就て其の~動を見ると〈表 10) に示す如く
増強群は 42名 21.1?合，不安群は 97名， 48.7%，減
弱群は 44名， 22.1%，陰転群は 16名，.8.1%であっ 
た。
之を更 lζ詳細に初検診時 r~J 反応強度より見る
と(刊十〉→(十什)26.7%，(十十〉→(十十)15.0%と中等度
及び強|場性者の不安を示す者が最も多く見られた。
叉陰転は(叶〉よりは 2.5%，(十十〉よりは 2.0%，
有・家は無・家に比較し約 20%も高率であった。(十〉よりは 3.6%であった。
年令別lζ見ても 0--4才で有・家は 38.7%，無・家
は 18.2% と大体 20% の差が見られた。 5~9 才に
於て両群共稿々下降し 5%の差であるが，以後は大
体 20%内外の差を以て両群は上昇し，無・家は大
体 20~29 才で 48.0% となり以後大体 50% 内外を 
示した。有・家に於ては 20~29 才以後も上昇し 50
~59 才で 83.4%と最高の組知率を示した。治・家
は大体両家族群の聞を上下する率を示しつつ推移し
こ。7
男女聞に就て見ると，先ず各群の平均は有・家男
治・家lζ於ては(表 11)Iと示す如く 208名中増強
群 33名 15.9%，不安群 121名， 58.3%，減弱群 42
名， 20.2%，陰転群 12名， 5.8%であった。之を更
に詳細に初検診時「ツJ反応強度より見るとく1+十〉→
(-tt)30.8%. (十十〉→(+十)16.9%と有・家と同様に
中等度及び強陽性者の不安を示す者が高率に見られ 
た。叉陰転する者は〈十件〉よりは 0.5%，(+十〉より
は3.9%，(十〉よりは 1.4%であった。 
無・家lζ於ては(表 12)，ζ示す如く 354名中増
強群 52名， 14.7%，不安群 175名， 49.4%，減弱群
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表 10. 有病者家族，事J検診時 BCG非接種既陽性者の「ツj反応の愛動 
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ω →| 
4 
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87名， 24.6%，陰転群40名， 11.3%であった。之を
更に詳細に初検診時「ヅ j反応強度より見ると(冊〉
→(十件)28.8%， (十十〉→(件)14.1%と他の 2群と同
様化高率に見られた。叉陰転する者は(十件〉よりは
2.5%，C+十〉よりは 3.1%，C+)よりは 5.7%であっ 
Tこ。
Cii) 各群別，年令別斐動(表 10，11，12) 
有・家は(表 10) Iζ示す如く 0，._.9才iとて増強群 
11.9%，不安群 33.3%，減弱群 31.0%，陰転率 23.8
%で陰転する者が 10才以上iζ比し多い傾向が見ら
れた。 10才以上は大体同様の傾向で増強及び不安
は 70%を占め陰転する者は各年令共 5%内外を示
した。
てlζ才9，._.0示す如く!ζ 11)於ては(表iζ治・家
増強群 23.0%，不安群 38.4%，減弱群 7.7%.陰転群
30.9%で陰転する者が 10才以上lと比し梢々多い傾
向が見られた。 10才以上は大体同様の傾向で増強及
び不安群は計 60%以上を占め陰転は各年令共 5%
内外を示した。
無・家に於ては(表 12) I乙示す知く 0--9才にて
増強する者は 1名も出現せず，不愛群 36.7%，減弱
群 26.6%，陰転群 36.7%と減弱及び陰転する者が他
の2群より稿々多い傾向であった。 10--19才lと於て 
も猶、減弱群が 39.6%と梢々多いが 20才以上となる
と他の 2群と同様の傾向で増強及び不安が 60%以
上を占めた。 
3 初検診時陰性及び疑陽性者のfツjアレルギー
の推移に就て 
(i) B.C. G.非接種者に就て
(表 13，14，15，16) 
著者は初検診時陰性及び疑陽性者を共の後の経過 
より(表 13)の知くB.C.G.非接種を A2及び A3 
に分類した。即ちんは自然陽転者(初検診時陰性
にて経過中陽転をみたもの)0A3は陰性持続者(初 
検診時より陰性を持続したもの〉とし各群に就き観
察した。
初検診当初より強力に B.C.G.の接種を励行した
為，陰性及び疑陽性者は大体B.C.G.接種を受けて
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おり， B.C. G.非接種陰性及び疑陽性者の「ツjア B3 15.1%であった。 20才以後に於ては B1大体 40
レルギ{の推移を観察する事は其の疫学的調査も無 %以上を示した。 0-9才を更に詳細花見ると(表
意味であるので唯数字のみを記載する。 17)に示す如く 0-4才では B1は19.3%B3は
即ち有・家lと於ては(表 14) I 47.3% - 37.2% .
，
と示す如〈自然陽転 ，5 9才に於ては B1 ，B3 346%を
者 γ名，陰性持続の者7名，治・家K於ては(表 15)示し 5-9才は 10-19才と大体同様の傾向が見ら
に示す如く自然陽転者 7名，陰性持続の者 6名，無・ れた。
家に於ては(表 16) Iζ示す如く自然陽転者 24名， 治・家lと於ては(表 15) と示す如く全平均ば B1
0%B 2 B3 43陰性持続の者 11名であった。 21. 17.0% .5%
I
B4 18.5%であった。 
(ii) B.C.G.接種者に就て 0-9 於ては B1 11.6%，之を年令
，
別lζ 見ると
， 
才に
， 
(表 13， ， ，1514 16，17，) B3 54.6%10~19 才l乙於ては B1 34.3%B3 26.6%， ， 
初検診時陰性及び疑陽性者にしてB.C.G.接種後
の経過を(表 13)に示す如く B1(自然陽転確実と
思はれる者)， B2 (自然陽転と疑われる者)， B3 (B. 
C.G.陽転と思われる者)， B4 (陰性持続)1乙分類各
群別Iζ観察した。
有・家lと於ては(表 14)I乙示す如く全平均は B1 
34.4%， B2 13.9%~ 83 34.4%， B4 13.9%であった。
之を年令別に見ると 0-9才K於ては B 129.7%
B3 40.0% であった。1O~19 才に於ては 81 48 ，.5%
， 
を示し 20才以後に於ては B 1は大体 30%以上の率
を示した。 0-9才を更に詳細に検討すると(表 17)
I乙示す如く 0-4才で B18.2%，B3 62.4%， 5-9 
才K於ては B113.7%，B3 49.7%を示し 10才以後
l乙於げる B 1より蓬かに低率であった。
無・家に於ては(表 16) Iと示す如く，全平均は 
81 17.9%，82 17.4%， 83 40.6%，B4 24.1%であっ
た。之を年令別K見ると 0-9才K於て B112.4%， 
83 50.6%を示し， 10-19才lζ於ては B131.4%， 
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表 12. 無所見者家族，初検診時 BCG 非接種既陽性者の r~j 反応の婆動 
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表 13.
B
C-G 然
初検診時，陰性及疑陽性者の「ヅjアレルギ{推移の分類
自陰利 一 川 

性
陽転 1 初検診時陰性lとして経過中陽転をみたもの。
竺竺Il初検診時より陰性を持続したもの。
自然陽転確実と (1)最終 B.C.G.接種 1及び 2年後(俳〉を呈し以後陽性を持続したものの B B1 思われる者 (2)最終 B.C.G.接種2年以後に於て(件〉叉は(叫〉を呈し以後陽性を持続し?こもの。・C-G
自然陽転と疑わ (1)最終B.C.G.接種 1年後(-+十〕叉は(僻)1乙陽転し 2年以後(十〕時l乙
B2 (-+十〉を呈し以後陽性を持続したもの。 れる者 (2)最終 B.C.G.接種後 5年以上 C+)を持続したもの。 
接
B|BCG陽転と I最終 B.C.G接種後 1年以川嚇し以後2，，-， 4年印持
思われる者 |続したの。 
種
B4 陰 性持続 
1 
1 
(1)B.C. G.接種後一回も陽転しないもの。
l' (2) B. C. G.接種 1年後 C+)Iζ陽転し 2--4年後陰転したものο
註 Al既陽性者;初検診時より陽性を持続したもの。
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表 14. 有病者家族，初検診時陰性及び疑陽性者
の年令別「ツjアレルギーの推移 
A2 
Aa 
人員1401116115 
B1 
29印刷(25555 |1凹 132 
% 
29
人員
B2 13.3! 21.3 6.7112.5 
 13.9
% 
54 5 3 
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人員 
B3 
40.0 15.1 20.0 50.022.2 
 34.4
% 1
 
5 
 36
人員 
B4 
13.9
17.0/15.1 33.3
% 
表 15. 治癒性有所見者家族，初検診時陰性及び
疑陽性者の年令別「ツjアレルギーの推移
年令l日fL九人ISOst-11 ~ 
p竺t:::I~I~~凶U____1竺三 
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:l;|1 6 

主 112161 641 341 
25 1
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人員 21141213 
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 21.0% 
1
1

9 2 2
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% 
10 3 3
人員 153 

B3 
1
54.626.6 27.425.0 16.6 40.0; 
 43.5
% 
8 3 1 
 2 

84 
人員 65 

18・5
23.6 25.0 5.6 
 66.7
% 
B3 25.1%を示した。 20才以後に於ては B1は大体
 
20%内外の率であった。 0---9才を更に詳細に検討

すると(表 17) K示す如く 0~4 才に於て B1 9.5% ，
 
B3 53.2%，5 --9才に於ては B114.4%， 83 48.8% 

を示し， 10才以後K於ける 81より蓮がに低率であ

った。

表 16. 無所見者家族，初検診時陰性及び疑陽性
者の年令1.f1jrツjアレルギーの推移 
:: 1 31 ~ 24 11 
主 1刊163: 982 
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:1113B 1 % 12.4 31.4 18.5 22.627.216.7 17.9 
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B B. C. G.接種後の「ツ j反応に関する家族的

観察 
  
1 各群別，初回 B.C.G.接種 1年後の陽転率

(表 18)

年令別に初回B.C.G.接種 1年後の陽転率を見る

と(表 18)に示す知く 0---9才K於て有・家が最も
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表 18. 各群別，初回 B.C.G.接種 1年後の
高率で 132名中 55名 41.7%，治・家は 205名中 68
名 33.2%，無・家は 545名中 196名 35.9%であっ 
こ。T
更に 10~19 才lと於て 7年後の累積陰転率を見る
と夫々  56.0%，53.8%，51.5%と舎群聞に大差は見
られなかった。
猶初回 B.C.G.接種 1年後陽転時の[ヅ j反応強
度別に見ると「ツj反応の強いもの程各群共陰転す
る者が少く弱陽性より陰転する者が多い傾向が見ら
れた。 
3 各群別，性別，年令別， B. C. G.難陽転者の
出現率 (表 20)
著者はB.C. G.接種者中(1)5 ~7年の聞に 4
回以上木検診を受検した者の中 4回以上 B.C.G.を
接種じた者及び (2)8 ~10年の開花 6回以上木検
診を受検した者の中 6回以上B.C.G.を接種した者
を難陽転者と定義し，各群別l乙其の出現率l乙就き調
査した。
先づ各群の出現率を見ると(表 20)に示す如く
有・家 209名中 21名， 10.0%，治・家 352名中 59
名， 16.7%，無・家 882名中 162名， 18.4%であっ 
こ。T
之を性別l乙見ると有・家l乙於ては男 10.5%，女 
9.6%と大体同率lと出現したが，治・家l乙於ては男 
23.4%，女 12.0%，無・家lζ於ては男 23.4%，女 15.2
こ。T%で男は女よりも高率に出現を見 
之を年令別に見ると有・家lと於ては 0~4 才， 5 
~9才の出現率は夫々 15.8% ， 15.4%を示したが 10
才以上に於ては 1名も認められなかった。治・家lζ
於ては 0 4才で 17.4%， 5"'"' 9才で 24.4%と出現，，"，"， 
し，然も 10才以上の年令層l乙於ても 7.8%""'"'11.4%
!L出現した。無・家K於ては 0~4才 22.0% ， 5~ 
9才 22.9%と出現し，然も 10才以上の年令層に於 
ても 13.0%~14:8% に出現した。猶 B.C.G. 難陽転 
10~19 才に於ては有・家及び治・家は大体同率の 者よりの発病は各群共 1名も見られなかった。 
66.7%，66.89告であったが，無・家は 59.8%と柏々  
低率を示した。 20才以上に於ては検査例が少く確 
定的な事は云えないが，有・家の方が他の 2群より
高い陽転率を示す傾向が見られた。
2 各群別，初回 B.C. G.接種 1年後の陽転者の
「ツJ反応陽性持続期間 (表 19)
初回 B.C.G.接種に依り 1年後陽転した者の中長
期!Lsり連続受検した者の陽転後の陽性持続期間を
累積陰転率l乙て調査した。 
之を各群5j1j1ζ0""'"'9才の間を見ると(表 19)Iζ示
す如く 7年後の累積陰転率は有・家 68.3%，治・家
83.0%，無・家 81.9%で有・家の 1年後の陽転者が 
一番長く陽性を持続していた。
C 有所見に関する家族的観察
1 各群別，年令別，有所見率(表 21，22，23，) 
各群家族中対象となった両親を除外して，共の子
供の全観察期習中lζ於ける有所見者iと就て観察し 
た。
有・家K於ては(表 21)!と示す如く全有所見率は
検査人員 276名中 51名 18.5%を示し之を年令別に
見ると 0~9 才に於ては 181 名中 25 名 13.8% ， 10~ 
19才I乙於ては 54名中 15名 27.7%，20~29 才K於
ては 29名中 7名 24.1%であった。
猶有病率は 276名中 22名(屈出患者を含まず〕 
8.0%を示した。
治・家iζ於ては(表 22)に示す如く全有所見率は
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表 19. B. C. G.接種 1年後K於ける「ツj反応陽転者の lo/J反応強度別陰転率 
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()は累積%を示す
表中の数字は分母が検査人員，分子はそれよりの陰転者数を示す
を示し，之を年令別に2.8%名1名中390検査人員 
見ると 0._， 9才に於ては 235名中 2名 0.9%，10~ 
4名中8才に於ては19 名4.5%を示した。猶有病
率は 390名中 4名〈屈出患者を含まず) 1.0%であ
った。
無・家に於ては〈表 23) I乙示す如く全有所見率は
検査人員 892名中 24名 2.7%を示し，之を年令別l
見ると 0--9才l乙於ては 614名中 名1. ，10
と
._， 8%1
19才に於ては 21名中 7名 3.3%の有所見率であっ
た。猶有病率は 892名中 8名 0.9%を示した。 
2 初検診時 B.C. G.非接種既陽性者の各群別，
討すると工型3名，1V型8名， VI型1名， VI型4
名，咽B型3名，区型 1名， 型 19名，屈出患者 
2名であった。有所見率を年令別
X
l乙見ると 0-9才
は47.6%，10-19才陪 43.5%であった。
治・家に於ては(表 22)Iと示す如く既陽性者の全
で，之を病型別に検14.2%名10名中70有所見率は 
討すると工型 1名，1V型 1名， V型 1名，羽型 1
名， X型3名， ，XI型1名，屈出患者2名であった。
有所見率を年令別花見ると 0-9才は 15.4910-る， 
19才は 13.0%であった。
解、・家lζ於ては(表 23) Iζ示す如く既陽性者の全
有所見率は 1名中 17名 15.3%で之を病型別に検，212，23，24，25，)有所見者に就て(表 
有・家に於ては〈表 21)R.示す如く既陽性者の全 討すると工型 2名，1V型 1名， 2名， VI型 1V型
有所見率は91名中 41名， 45.0%で之を病型別lと検 名，珊B型2名， X型 9名で、あった。有所見率ぷ年
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表 20. 各群別，性別，年令別，難陽転出現率
年 発病者-l-l%l百九Jμl人zll接~C.G.1令
， 0~4 1I豆-257l! 4 1 4.3.1 5 I 17円 9I 15.8 I 
7J111 78「717Fi一司三三1 1三ζ二三有
病
12 

233l 2: ~19111O
 o l
 l 
I 
i 

olll 

0 1
 1 

l 
I 
I 

者 ル29 11 室 1~ I(15 0 1 

家
ii22j26l o l 
 o111. 

21 

30~ 
。
族 li 9.6 110 iZ209111¥ 10.51計|室 
1 10 ， 
1 10. 1 
。
15一江γ
メ』口0~4 11 室~~ 1 86
 31.3 1 1I 9.4 5 I 

1 13 ~I2:1 9
治癒性有所見者家族 1341 21
 1.
1山 9123;64|3|
5
~ 1 24 1 32. 1 1 17.2
11 。

。
。
。
。
。
。
。
。
 
1
I 

1 2 1 5.4 
[1 15 4 I.4 
1

5 I 
1 78

4(
 山(
 
3 17.9 1 

山 
129
 a 2~
 1 34
 0 1
払 
i!室238101131 
30~ 山 
合引-3J35=-11
 59 1: 112.0竺し?と1 2 34 

53 li1 19.02 I 24.8I31 

1 16.7 1 

1 2.0 1
r04lI2!?;ゴ411I
~ 
金
1 5~9121Z240 
 1 10.91155 19 126 1 36
 1. 
2 1 1 15.915 7 1 0.1I1 163 

1 2.9 I 

I 13.5 1 

所
見 山911 室~~ 
ぞり室 43
 0 I 8 I 17~I 81ωi
者家族 1 54 

1215 I!
捌 24 1 162 19 57.5 1 
 1 13.0 1 

1.4181 
30~ 
。
1 I 15.283 1 23.4 I79 1 82 162
メ口5、 計 i さ~~~ 
令別iと見ると 0~9才は 13.3% ， 1O~19 才は 16.3% が空洞を有する右側混合型結核症を発症し，化学療
であった。 法の効無く昭和 
而して此等既陽性有所見者，有・家41名，治・家 
10名，無・家 17名計 68名中屈出患者を除く 64
lζ就て病巣発見の時期を観ると(表24)に示す如
名
く，初検診時既に病巣の発見された者は 3名，初
検診以後iζ発見された者は 31名であった。此の初
年には両側混合型，31
完全耐性， PAS，INH，各 0.1rの完全耐性K進展
しており，之の患者と同居していた兄妹は昭和 23
年以来既陽性のまま毎年検診を受けて，間接撮影で
異常なしと判定され，其の聞に於ける直撮フィルム
に於ても異常を認めないものである。市して発見時
SM1，0 r 
31名lζ就て初検診まで遡っ
て間接フィルムを再検討するに大部分の 27名は初 完全耐性菌は証明されず，発見時年令は 15才並び
に17検診時同一部位l乙既に所見が明らかに認められた。 才であった。 
叉可検域外と思はれる者は X型 2名であった。 3 B. C. G.接種後の各群別，有所見者に就て
病型は両者四型であったが，母lζ認められた S.M.検診以後l乙発見された 
，21
現して来たと思はれる“所謂既陽性発病者"は 2 B.C.G.接種者l乙於ける各群別全観察期間中l乙発
名であった。 ζの既陽性発病者 2名は有病者家族で 見された有所見者は有・家に於ては(表21)K示す
あり而も兄妹の関係にあって同一家族内に発生し 如く 176名中 10名 5.6%で，之を病型別lζ 見ると
2，23)初検診時如何なる所見も認めず経過中広病巣が出 (表 
示す如!ζ25)た。其の家族全員の調査成績は(表 工型 1名， II型 1名，IV型 4名， X型 2名，屈出
lく，昭和 2年比兄が肺結核で死亡，昭和 27年に母 患者2名であった。 有所見者の大部分は B1(自然
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表 21. 対象より見た有病者家族 fo/J反応経過分類別，年令別，病型分類別有所見者
年令I~分o/ J 反類応lili 分人類員 総患数者 11ム E IV vlVi刊(四Al咽B IX X xl11; 者出 有所見率号も 
A 1 42 20 3 1 2 1 10 1 47.6 
A 2 3 
A3 1。 
B 1 40 3 1 2 7.5 
B2 20 1 1 5.0 9 3.7 
B3 52 
B4 23 1 1 4.3 
計 181 25 1'4 1 1 2 1 1 21 1 2 1 1 112 . 1_: |吋 
A 1 23 10 I 2 1 1 6 43.5 
A 2 3 
A3 。 
10 
B 1 16 3 1.入院中 25.0 
19 B 2 
7 17.8 
B3 5 1 1.肋膜炎 20.0 
B4 。 、，
計 1 54 1_15 1 1 51 1 1 1 I1 I1 61 12 127 . 71 
A 1 18 7 4 1 1 1.肋膜炎 38.9 
A 2 。 
A3 1 
20 
4 
29 
。 
B3 2 
B4 4 
計 1 29 I I4¥ 1 1 1 1 1 1¥1 1 |叫 
A 1 8 4 1 1 2 50.1 
A 2 。 
A3 1 
30 
B1 。 
B2 。 
B3 3 
B4 。
計 ¥1 12 1 4 1 1 1 I 1 1 1 1 21 1 |吋 
A 1 91 1 41 13 1 I8 I 1 1 1 4 1 3 1 1 I9 I 1 2 145.0 
1I 
も '1 
6 
A3 
A2 
3 
計| 
B1 
B2 
B3 
B4 
計 
60 
27 
62 
27 
7 
1 1 
1 
1 
4 
1 
2 1 
1 
11.6 
1 1 5114l276 1112l o|11410|311|211 1 4 l吋
9 
30 
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表 22. 対象より見た治癒性有所見者家族「ツj反応経過分類別，年令別，病型分類別有所見者
¥1反暴 N工rrT 届出患者 1有所%見率 豆 ¥xr年令ぽj 突貫|暴夏 v¥'=_¥刊 i 1Xi1 1 四 AIWIB¥ 
112 
1!4 
1. 
!:
 1 A2 
1 。 A3 2 
25 I IB1 
B2 
B3 
i11310
8 
43B4 
1235 2 1計 
10 
19 
A 1 
A 2 
A3 
B1 
B2 
B3 
B4 
計 
20 
29 
A 1 
A 2 
A3 
B1 
B2 
B3 
B4 
計 
1 1 1 1 1 1I1 I 1 1 I1 
1 1I 1 1 1 ¥ 11 
17.41423 1 11。。 
5 

7 

10 

7 

52 4 1 [ 1 1 1 
Il 1 1 1 1¥¥I 1 1 1 1 
1 
2 13.01323 1; 
1。 
22 
17 l肋膜炎 5.9 1.5 
17 
8 
1 3 4.5¥88 4 
1¥ ¥ 1 ¥ ¥ I ¥ 
1 9.1 
A;lol11 
A3 
B1 
B2 
B3 
B4 
計 
i 。
1 
2 

1
。
15 1 1l'1 1 I I 1 1 1 1 I1 1 1 1 
10 
AAl2gH1||703|| 
B1計 
B2 
B3 
B4 
計 
| 
56 1 
146 
58 
390 11 1 
1 1 1 
1 1 1 
3 1 2 
3 1 2 
14.21 
1.7 
1¥ ¥ I 1 I I 1 ¥ 1 I 1 1， I 1 
0.32 
i 
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零23. 対象より見?こ無所見者家族「ツj反応経過分類別，年令別，病型分類別有所見者
年令分「ヅ j反応類1 分人類員 届出患者同勢率i)IXlxlXi;1咽1AI四1 1rIw 1 v1VI1vl 1時 
30 3 13.3A1 
3A2 。 
'‘ 。A3 
1 
1 
B 1 72 
B 2 86 
B3 294 
B4 129 I 
5 
1 

2 2 6.86! 

1 
 1.9 
 1.0 
3 I ¥ 1 614 j計¥¥ ¥ 2 ¥ 1 1 5 ¥1.81 1¥ 
A1 
A2 
Aa 
10 
B1 
B219 
B3 
B4 
計 
16.3 ‘43 1 2 37 1 
51 

41 

41 

30 

¥ 3.[[ 2 [21 1 
4 
1 
1 [1 ¥ 317 1I 1 1 1 1 1 
13.314 1 1 1A1 30。A2 

A3 
 1 
20 4 B1 
5 
6 
9 
B229 
B3 
事 B4 
¥1 5 1 4 ¥1計 I 1 1 1 1 1 ¥ I 1 I I 7.2¥¥1
A1 
A2 
A3 
30 to 
B1 
B2 
B3 
8 
2 。
。。。 
25.02z 
J 
2B4 
計[ 12 1 2 I[ 
A1 
A2 
Ag' 
B1計 
B2 
、 B3 
B4 
9 
2 
11 
127 
132 
341 
170 
17 

1 

5 
1 

2 
1 
1 
、 
4)24)1892 1 1計 
1 2 1 

) 1 1 2 1 1 

2 
I 21 
9 
1 l吋 
15.3 
1.1 
2 2 
1 
3.91 
0.7 0.7 
，1 2.7)1 引1 41 1 1
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表 24. 各群別，既陽性有所見者の病巣発見の時期及び初検診以後lζ発見された者の
間接フィルム再検成績 
I1 I工→x!nIIII耳 I-vI VlIVJI I国AI四BIXI xIX 
無・家 8 1 1 1 1 1 2 
初検診に発見せる者 治・家 4 1 1 1 
有・家 21 5 1 1 2 10 
9 1 1 7 
|初検耕同一樹立民 1 1 2 
話診以後 所見あるも由。 
4 
14 3 1 1 1 7 
l乙l初検診時他部位lζ所 治・家於 見あるもの。
て発見 初検診時間一部{立に
有・家
無・家
治・家
た もの。 有・家
者 
2長ZSFJ |i:初険診時無所見忙て
無・家
以後数年経過して発 治・家
病せる者。 有・家 2 2 
DE無所見 無・家
治・家 
I (可検域外〉 有・家 2 
註: 届出患者4名の間接フィルム再検は省略した。
陽転確実と思われる者〉より発見された。有所見率
を年令別 K見ると 0~9 才では 3.7% ， 10 --19才で
は17.8%であった。
治・家lと於ては(表22) Iζ示す如く， 312名中 1
人 0.32%で之は他の医師より肋膜炎と云はれ治療
した者である。
無・家lζ於ては(表 23)iζ示す如く 770名中 6名 
0.77%で，之の病型を見ると工型 1名，四B型 2名， 
K型 1名， 玄型 2名であった。猶有所見者 6名中 
5名は B1(自然陽転確実と息われる者〉より発見
された。
IV 総括及び者按
昭和 22年より昭和 32年に至る 1カ年間千葉県
市原郡五井町全住民約 12，000名を対象とし逐年結
核集団検診を実施した。共の綜合品績の中著者は特
'P:家族内感染の問題に就て両親のレ線所見より有・
家，治・家，無・家の 3群lと分類して，種々の調査
を行い比較検討を加えた。其の成績を総括，考按す
れば次の知くである。 
1 初検診時「ツJ反応陽性率
「ツj反応陽性率は有・家47.6%で最も高く，治・
家 36.3%，無・家 25.8%であった。之を年令別に見
ても何れの年令層に於ても有・家は常に無・家より
高率であった。特lζ有・家の 0.-..-4才， 5--9才は
他の 2群より 15----20%の高率を示した。 30才以後
に於て無・家の陽性率は各年令層共他の 2群より 20
%以上低率であった。之を性別に見ると，有・家に
於ては男47.2%，女48.2%，治・家に於ては男 41.7
%，女 32.0%，類、・家iζ於ては男 32.2%，女 19.7%
で有・家l乙於ては男女差なく，治・家，無・家共l乙
男は女より高率であった。之を更に年令別lζ見ると 
20才迄は各群共男の方が女より低い陽性率を示す 
が， 20.-.-29才に於て 3群共男は急激K上昇し 70%
内外の高率になるは反し，女は各群共年令の長ずる
と共に漸次上昇し，特に無・家は他の 2群より 20%
以上の低率を示しつつ 50才台にて最高の 57.9%を
示した。
初検診時「ツj 反応硬結蝕知率は有・家 36.8%，
治・家 28.8%，無・家 21.5%で有・家が最も高率で
あった。各群共性別，及び年令別の推移は fYJ反
応陽性率と大体同様の傾向が見られた。
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表 25. 既陽性発病と思われる有病者家族中 2例の調査成績
続 氏 検 f1t 年 度 (昭和〉
年生月 検査項目 
名柄 22 1:3 1_24_ 1 25 )26 I27 I28 1 29 30 31 32 
6混 
1 1 
づら 年ρふι ノト 1 小 2 中 3 中3小 3川、5M 中 1日目亀
C-/十ト〉 (廿十〉r~J反応 (十〉t(十十〉 (十十) C+)一 手口
む 
O.B.O.B.' O.B.10.B.10.B.O.B. O.B. O.B.性耐査検〈iS左 sAMHO(l1 r7PI 浸 耐Na中 潤 〉 l1→完~性間接所見 
女
子 年 |左混合型|
sE 学年
10.B.1直接所見 
中 2 却暗中3ノト 5J小 61中 1亀 
「ツ J反応 (什〉四 十〉Ctf)1+十D:Cj1C- C+十〉 jLSP.aMs 性耐検査(lsIN.MHE 〉仁()〉手口。 
O.B.間接所見 O.B.O.B.ムフ不ィ良ル12 欠
Pas 1600男 
勇 年 10.B.1 !両側混合型| |右混合型l直接所見 
5炉氷ム 4 
Z(C3胃年ヴ潰 次(年男肺0 2母発P4a月【右混合 母増3(1SP(M1側月3050合E亡痕〉22 1暗子古月亡核〕 7年{a病Ms163050g型〉 悪年田両 1 g型 G8)
族
歴 1①長女 お年 よ 接所見泊中灰化 醐 (SM1000yj完耐1222Fよよりり智陽伊性→と3Z年り別直居そ 性査 Pas 0.1 rι 生人 'J仲
の |②次女(Zfl髄5品目星所見左姉F開化 INH 0.1 r 
他 
l①三男{ヰ21始年同よ居り陽性→32年直接所見 O.B.
。
。17 
扱て結核患者家族の「ツJ反応成績に関しては戦 2 最終検診時の「ツj反応陽性率
前K於ては Aronson，(6)，石田く7)，奥野山，藤井(9)， rツJ反応陽性率は有?家 87.2%，治・家 86.7%，
竹谷(10り松田〈11〉，戦後lと於ては岡田(12)， G. Her- 類、・家 82.49るであった。之を年令別に見ると 30才 
tzburg，(3)等幾多の研究成績があるが「ツJ反応の 迄は大体3群同率の 80，，-85%であるが， 30才以後
種類及び濃度及び「ツJ反応の判定法及び対象のと に於て無・家は他の 2群より 10--20%の低率を示
り方が種々であり，著者の成績と直接民は比較検討 しつつ 60才以上で急激K下降している。猶之を性
出来ないが，何れも結核患者が共の家族に及ぼす影 別に見ても 3群共大体同様の陽性率であるが， 30才
響の大なる事を報告している。著者の成績に於ても 以後民於て無・家の男，女は他の 2群の男女児比し
有・家の陽性率は他の 2若手応比レ遥かに高率を示 1O ~20% の低率にて推移した。
し，特に 0---9才の年令層で顕著であり有病者が其 硬結触知率は有・家 47.0%，治・家40.1%，無・家
の家族に及ぼす影響の大である事が判った。 37.3%と初検診時に比較し各群共平均 10---15%の
叉星圭(14)，Heimbck(5)，H. Malmros u. Hed- 上昇を示したが，性別及び年令別推移は初検診時と 
va11(6)，Dahlstrom(17)は疫学的調査により青年期 同様の傾向が見られた。
!と急激に「ツJ反応陽性率及び発病率の上昇する事 最終検診時「ツJ反応陽性率は各群共 80%以上
を指摘しているが，著者の成績も各群共青年期比至 となり初検診時に比較し 3群共K約 50%の上昇を
り「ツj反応陽性率が急激に上昇し而も 3群間に著.示したが，之は検診当初より陰性及び疑陽牲者l乙対
明な差が見られなくなり，特に男児此の傾向が顕著 し強力に B.C.G.接種を励行した為と思われる。海
であった。此の原因に就ては青年期に及んで実社会 老名〈叩も亦毎年検診を実施している宮城県角田町
へ出る事K依り，家族外感染の頻度の増加が強く影 に於て r~J反応陽性率を 31 年度 94.3% に叉染谷〈町
響してきた為と思考する。 も埼玉県高坂村K於て 22年 36.5%より 28年 80.2%
に達せしめとの原因は B.C.G.接種の影響が大きい
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と報告している。猶 30才以後に於て無・家の「ツ J 無・家 81.9%を示し，有・家が最も長く陽性を持続
反応陽性率が他の 2若手より男は其れ程顕著でない
が，女児於て 20%以上低率を示すのは，感染頻度
に依るものか，家系的に依るものか速断出来ない 
が，著者は以上の各因子の綜合的なものが之の現象
を生じたのではないかと思考している。 
3 初検診時 B.C. G.非接種既陽性者の「ツJア
レルギ一変動
各群l乙於て不安を示す者が有・家 48.7%，治・家
58.3%，無、・家 49.4%と大体半数は不安を呈した。
之lζ対し増強する者は各群共 15%内外，減弱する
者は各群共 20%内外を示した。叉経過中陰転を示
す者は有・家 8.1%，治・家 5.8%，無・家 11.3%で
あった。
内藤(20)は感染曝露状態lζ於ける看護婦と非感染
曝露状態の高女生徒との陰転率を比較し高女生徒に
多く看護婦に少い事を指摘し之を看護婦に於ては結
核菌の頻回吸入lζ依り再感染が起るため「ツJ反応
の陰転が少いと報告している。感染頻度の多い有・
家と感染頻度の少い無・家とに分け著者の 11年K
亘る「ツ J 反応の~動より見ると両群共不安を示す
者が最も多く，陰転する者は有・家 8.1%，無・家
している。 10~19 才では 3 群共大体 50% 内外の陽
性を持続している。
(iv) B.C.G.難陽転者の出現率は有・家 10.0%，
治・家 16.7%，無・家 18.4%であり，性別，年令別
K見ると有・家では性別に差無く，且 10才以上に 
は1名も見られなかった。之に反し他の 2群に於て
は 0~9 才では男の方が高率に見られるが， 10才以
上では逆に女の方が多い傾向が見られた。 
岡〈22〉，態谷(23)，戸田(24)はB.C.G.接種Iζ依る弱
い免疫を越えて自然感染が起る場合lζは其の感染を
阻止し得ないと指摘している。著者の成績も有・家
の如き感染曝露環境の時は感染頻度の少い無家に比
し 0~4 才及び 5~9才では明らかに多くの自然感
染を受けており，一般に感染頻度の高くなる1O ~19
才K於ては各群共大体同率となる事より有・家に於
ける 0--9才迄の絶えず感染源と共に生活をしてい
る小児が如何Iζ大きい負担を負っているかが判つ
た。
河盛(25)，重松(26)はB.C.G.接種 1年後の陽転率
及び其の陽性持続期聞を感染頻度の多い都市と感染
頻度の少い農村の学童K就て比較し，都市の学童の 
11.3%と殆んど差が認められず，更に初検診時「ツJ 方が陽性率が高く，陽性持続期間も長い事を自然感
反応各強度よりの~動も両群大体同様の傾向であつ
7こ。
吉田(21)は「ツ j反応は相当に愛動すると報告し，
共同研究者原(2)に依れば「ツ」反応は諸因子に依り
相当iL~動するものであるとし更に陰転は弱陽性よ
りの者が多く叉年令の若い 0~9 才位の女に多いと
報告している。以上の著者の成績よりは例数が少く
確定的の事は云えないが，一旦陽性となった者が頻
回に結核菌を吸入しでも「ツJ反応には影響がない
ものと思われる。
4 B. C. G.接種者の「ツjアレルギーに就て
( i) B.C. G.接種者中其の後の「ツjアレルギ
ーより自然陽転確実と思われる者は有・家 34.4%，
治.家 2幻1.0ヲ%，無無、.家 17.9%口 るで有.家が最も多く，
特に 0--9才の間lζ於て有・家は他の 2群の 2倍以
上高率に見られた。
(ii) 初回 B.C.G.接種 1年後の陽転率は 0--9
才に於て有・家 41.7%，治・家 33.2%，無・家 35.9
%を示し柏々有・家が他の 2群より高率で‘あった。
(iii) 初回B.C.G.接種 1年後の陽転者の陽性持
続期間を連続受検者の累積陰転率より見ると 7年後
，83.0%，治・家68.3%才では有・家0---9於て1ζ
染iζ依る追加免疫が比較的高い可能性を以て考えら 
れると報告してt)る。著者の成績も亦B.C.G.接種
後自然陽転確実と思はれた者が感染頻度の多い有・
家lζ於て他の 2群より高率に見られた。
結核lζ関する集団検診が法の規定iζ依り励行され
同時にB.C.G.の接種が反覆される様になって来て 
B.C. G. iと依り容易lζ陽転する者と反覆接種にも拘
らず難陽転の傾向を示す者があり，此の両者の出現
頻度及び発病が問題となりつつある。柏(27う吉田
〈28}，島村〈m ，前田〈30〉，川村〈初，森本善美(32)は難 
陽転者は結核lと不利な体況にあり発病し易く，叉発 
病すると参出性乃至慢性の傾向を示すと報告してい
る。之lに乙反し黒丸(仰3う イ小ト¥原〈 ベ】う，斎藤〈 へ〉九，郡司〈例苅犯3)，1.I α34 α35 z6
は B.C.G.難陽転者の発病率は接種回数の増加と
共K減少し， B. C.G.頻間接種の難陽転者よりの発
病は少い。叉発病後の経過も良好であると報告し， 
特lζ黒丸は結核患者家族の難陽転者からも発病例を
見なかったと報告している。
著者も此の問題lζ就き各群別，性別，年令別に難 
陽転者の出動頻度と発病とを検討したが，無・家lζ
最も多く出現し，猶 0~9才迄は男の方が多く 10
才以後では女の方が多い傾向が見られた。有・家K 
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於ても 0~9才迄は相当の頻度で出現するも 10 才
以上では 1名も出現しなかった事は非常に興味深い
問題である。之は有・家の検査例が少く断定し得な
いが，結核菌の感染頻度の大なる乙とが影響してい
るのではないかと思考している。猶各群共難陽転者
からは 1名の発病も無かった事は黒丸(34)の成績と
一致し B.C.G.難陽転者は結核Iと対じ発病し難い何
等かの因子があるものと考えられる。 
5 有所見者に就いて 
Ci) 全有所見率を見ると有・家 18.5%，治・家 
2.8%，無・家 2.7%で有・家に圧倒的に多く，更に
る調査成績を既に報告している。著者の本調査に於
ても既陽性発病と思われる者は 2名で、あった。之は
佐久間(1)と同ーのもので，乙の 2名は有・家群の而
も同一家族内に発生して兄妹の関係にあった。著者
はガフキー 8号lζ進展した母親よりの濃厚家族内感
染而も外因性再感染なる事を疑い，母子の菌抵抗性
も測定して耐性菌K依る再感染の可能性も検討した
が結果は確定し得なかった。然し本症例は一応臨床
的K肺癖である母親の病勢進展に伴う家族内濃厚感
染lζ依る外国性再感染発病と考えたい。猶治・家，
無・家lζ於ては既陽性発病は 1例も見られなかった
年令別花見ても 0---9才lζ於て有・家 13.8%，治・‘事と考え合せる時，所謂既陽性発病は極めて少いも
家 0.9%，無・家1.8%0 10---19才に於ても有・家
27.7%，治・家 4.5%，無・家 3.3%と有・家に高率
に発見された。
Cii) 初検診時「ツj反応既陽性者lと於ける有所
見率は有・家45.0%，治・家 14.2%，類、・家 15.3%
であった。此の病型を見ると有・家lζ於ては有所見
者 41名中耳型(浸潤型肺結核〉及び刊型(混合型
肺結核〉が計 12名見られた。之に反し治・家では 
10名中 IV型 1名，無・家では 17名中lV型 1名で 
有・家に於ては浸潤及び混合型が他の 2群に比し多
数に見られた。各群既陽性有所見者 68名中 33名は
初検診時に於て発見され，初検診以後l乙病巣の発見
された 31名に就て間接フィルムを再検討するに確
実に既陽性発病と思われる者は 2名であり之の 2名
は有・家の然も同一家族内lζ発見された。 
(iii) B. C. G.接麗者に於ける有所見率は有・家 
5.6%，治・家 0.32%，無・家 0.77%であった。病型
を見ると有・家の有所見者 10名中lV型が 4名見ら 
れたが，無・家よりは 6名中耳型は 1名も見られ
なかった。
結核患者が其の家族lζ及ぼす影響 lと就ては藤井
仰，竹谷(10)，奥野(8)，岡田(12)，Hertzberg(13)，石
原(37)等多数の研究発表があり，何れも肺結核有所見
者は高率に発見され，而も発病すると進行性病斐を 
呈する者が多いと報告してし情。著者の調査に於て
も有・家は他の 2群l乙比較し極めて高い有所見率を 
示すと共lζ 百型及び刊型の浸潤型を示す患者が極
めて多く発見された。
のであるが，然し濃厚感染環境K於ては外因性再感 
染発病の可能性も考えられ，従って感染源の隔離は
最も大切な事と思考する。 
次lζB.C.G.接種が法の規定lζ依り実施される処
となった昭和 24年以後K於てはB.C. C-.接種の有
無別に分け其の効果を観察する事は困難となった。
田部倒〉は感染頻度の多い看護婦と感染頻度の少い
IJ':.中学校生徒に B.C.G.を接種し，其の発病率は 
4.5%と1.0%で看護婦に発病者が多かったと報告
している。 Rosenthal(的， Grenz(45)等も新生児lζ
計画的にB.C.G.を接種し之を結核曝露及び非曝露
の家庭l乙帰し其の効果を比較検討し結核曝露の家庭
lと多くの発病者を見たと報告している。
著者の調査に於てもB.C.G.接種有所見者は上述
の如く有・家が最も高率に見られ，然も有所見者中
有・家からは浸潤性肺結核が見られたのに反し治・
家及び無・家lと於ては治按!切r見者のみしか発見き
れなかった事と考え合せる時，岡(2)，熊谷〈23〉，貝
回(46)，今村(47)も述べている如く B.C.G.を接種し
ても生活環境の悪い所では発病を阻止し得ないから
従来の検診に依る健康管理方法即ち患者の隔離，
未感染者への強力なB.C. G.接種，患者の早期発
見，・早期治療を強力に実施せねばならないと痛感し
こ。T
V 結 論
昭和 22年より昭和 32年に至る 11カ年間千葉県
五井町全住民約 12 名を対象として毎年結核集000，
次に所謂既陽性発病lζ関しては千葉(38九駒野(39)， 団検診を実施した。其の綜合成績の内著者は特に両
小島(40)，近江(41う内藤(42)等の報告があるがそれら
lζ依ると大体年間 0.1~0.5% の発見率である。
共同研究者佐久間(1)も五井町 10年の検診より既
陽性者 1673名中 2名 0.12%で共の 2名の詳細に亘 
親のレ線所見より有病者家族，治癒性有所見者家 
族，類、所見者家族の 3群lζ分け其の家族群別lと結核
症の家族内感染状況を比較検討し次の結果を得た。
(1) 初検診時陽性率は有・家 47.6%，治・家 36.3 
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%，無・家 25.8% で年令号I] K見ると 0~9 才に於て
有・家は 24.3% で他の 2 群より 15~209るも高率で
あった。叉 30才以後lと於て無・家は他の 2群に比
し20%の低率を示した。 
(2) 初検診時既陽性者の「ツJ反応の斐動より特 
K其の陰転状況を見ると有・家 8.1%，治・家 5.8%，
無・家 11.3%と和、:々帯、・家lζ多い傾向が見られた
が，初検診時「ツJ反応中等度及び強陽性者よりの
陰転は各群大体同率であった。 
(3) B. C. G.接種其の後の f'>'J反応の経過より
自然陽転確実と思われる者は有・家は無・家Iと比し 
0....4才に於ては約 2倍， 5 '"'-'9才K於ては約 2.5
倍の高率を示した。 
(4) 初回B.C.G.接種 1年後の陽転者K就いて
其の後の陽性接続期間を見ると有・家の陽転者が一
番長く陽性を持続した。 
(5) 所謂B.C.G.難陽転者の出現率は有・家
10.0%，治・家 16.7%，無・家 18.4%であった。之 
を性別花見ると有・家lζ於ては差なし他の 2群で 
は 0~9才迄は男の方が 10 才以上では逆に女の多 
い傾向であった。猶有・家に於ては 10才以上に出 
現者は見られなかった。叉難陽転者からの発病は各 
群共1名も見られなかった。 
(6) 対象となった両親を除き其の子供lと於ける 
研究会l乙対し衷心より感謝致すと共K，特に終始一
貰共に本検診の遂行K努力され且つ叉種々御教示御
協力を戴いた北条講師・郡司博士・佐久間博士・原
博士に対して心から感謝致します。
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